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卒論生 福田 武蔵 

腸内細菌と前立腺がん発症に対するケース・コホート研究のデザイン設計 
 
0. はじめに 
群馬県伊勢崎市の地域コホートにおいて、前立腺がんと腸内細菌の関連を調べる疫学研究

が計画されている。本抄読会では、先行研究の結果を考慮した本研究においての仮説及び

具体的なデザイン案を提案し、ケース・コホート研究のサンプリングデザインや解析方法

について述べる。さらに、異なるサンプリングデザインや解析手法の適用と比較を行った

レビュー論文を紹介する。 
  
1. 本研究のデザイン 
大豆摂取量が多いと前立腺がんの発症リスクが下がることが知られているが、この予防効

果には大豆イソフラボンの代謝物であるエクオールを産生する腸内細菌の存在が影響して

いることが明らかになってきている。本研究では、大豆摂取とエクオール産生腸内細菌と

の交互作用を検討する観察研究をケース・コホート・デザインで行うことを提案する。し

かし、エクオール産生腸内細菌の有無は元々の大豆摂取量と関連があると考えられるため、

前立腺がんの腫瘍マーカーである PSA の情報を用いた、特殊なサンプリング方法を用いる。 
 
2. ケース・コホート研究のデザインと解析 
ケース・コホート研究では、追跡開始時点における全コホートから予め選択したサブコホ

ートと呼ばれるコントロール群と、全てのケースに対し、曝露や交絡因子に関する情報を

収集する。サブコホートのサンプリング方法として、通常用いられている Simple Random 
Sampling に加えて、コホート全体の曝露因子の情報を利用した Exposure stratified 
sampling という手法がある。また、それぞれのデザインに対して解析方法も多様であり、

本抄読会では Cox 回帰による time to event データの解析方法を紹介する。 
 
3. 実例 
Simple Random Sampling と Exposure stratified sampling の性能を、原爆被害者コホー

トの実データを元にしたシミュレーション実験により比較した Cologne らの論文を紹介す

る。同論文においては、ケース・コホート研究についての様々なデザイン及び解析方法を

まとめ、実際の応用においての指針を示している。 
 
4. 今後の課題 
本抄読会で提案した中間変数を用いたサンプリング法が妥当であるか、シミュレーション

によって検討したい。また、解析の方法についても、重みづけの仕方を中心に考えていく
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とともに、検出力や例数設計の面においても算出できればと考えている。 
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